
埼玉学園大学・川口短期大学　機関リポジトリ

Annotation of “Kougougu Kanshi syunju
utaawase”

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-02-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 森田, 直美

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://saigaku.repo.nii.ac.jp/records/1372URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


皇后宮寛子春秋歌合　注釈と小考

（
一
）

─ 458 ─

一
、
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
　
小
考

　

本
稿
で
は
、
平
安
中
期
の
歌
合
、
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
の
注
釈
を
呈
す

（
た
だ
し
、
仮
名
日
記
部
分
は
割
愛
し
、
歌
合
部
分
の
み
注
釈
を
試
み
た
）。

和
歌
注
釈
の
前
に
、
本
歌
合
の
概
要
や
出
詠
歌
に
つ
い
て
、
些
か
考
え
る
と

こ
ろ
を
記
し
た
い
。

　

本
歌
合
は
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
四
月
三
十
日
に
、
藤
原
頼
通
の
後

見
の
も
と
、
後
冷
泉
天
皇
も
臨
御
し
、
皇
后
寛
子
在
所
の
一
条
院
に
お
い
て

催
さ
れ
た
。
春
秋
九
題
（
左
方
「
春
」、右
方
「
秋
」
に
ち
な
ん
だ
異
題
歌
合
）

に
、
祝
一
題
を
加
え
た
十
番
か
ら
成
る
。

　

藤
原
道
長
の
執
政
期
に
は
、小
規
模
な
歌
会
や
『
拾
遺
集
』
の
成
立
と
い
っ

た
和
歌
の
事
績
は
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
な
歌
合
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
様
相
が
変
化
す
る
の
は
、
頼
通
執
政
へ
の
移
行
期
か
ら
で
あ
る
。
長
元

五
（
一
〇
三
二
）
年
に
上
東
門
院
菊
合
、
そ
の
三
年
後
に
は
高
陽
院
水
閣
歌

合
が
催
さ
れ
た*1

。
さ
ら
に
永
承
年
間
以
降
は
多
く
の
歌
合
が
開
催
さ
れ
、
永

承
四
（
一
〇
四
九
）
年
に
は
内
裏
歌
合
が
復
活
す
る
。
そ
し
て
七
年
後
の
天

喜
四
年
、
本
歌
合
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

皇
后
宮
寛
子
の
入
内
は
永
承
五
（
一
〇
五
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
翌
年

か
ら
は
、
中
宮
章
子
と
の
二
后
並
立
状
態
が
続
い
て
い
た
。
寛
子
、
章
子
と

も
に
皇
子
を
も
う
け
て
い
な
い
状
況
の
中
、
そ
の
閉
塞
的
な
空
気
を
文
化
的

盛
儀
に
よ
っ
て
切
り
替
え
よ
う
と
試
み
る
頼
通
の
意
図
が
推
察
さ
れ
る
。

　

本
歌
合
に
は
寛
子
の
女
房
を
は
じ
め
、
祐
子
内
親
王
の
女
房
、
内
裏
女
房
、

上
東
門
院
の
女
房
ま
で
参
加
し
、
公
卿
・
殿
上
人
の
ほ
と
ん
ど
が
列
席
し
て

い
る
。
判
者
は
内
大
臣
・
藤
原
頼
宗
が
務
め
た
。
萩
谷
朴
氏
は*2

、「
人
的
構
成

か
ら
見
て
も
、
永
承
四
年
内
裏
歌
合
以
上
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
」
と
評
し

て
い
る
。

　

歌
合
を
彩
る
空
間
演
出
に
も
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
な

い
が
、
特
に
左
方
春
・
右
方
秋
を
基
調
と
し
た
女
房
装
束
は
、
従
来
の
歌
合

装
束
と
は
一
線
を
画
す
新
し
い
趣
向
が
見
て
と
れ
る
。
出
詠
歌
の
み
な
ら
ず
、

あ
る
い
は
和
歌
以
上
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
贅
美
を
尽
く
し
た
調
度
品
や
装

束
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
演
出
腐
心
の
時
代
」
と
も
言
う
べ
き
、
平
安
中
期
歌

合
の
一
傾
向
を
見
て
お
き
た
い*3

。

　

さ
て
、
本
歌
合
に
は
全
二
十
首
の
和
歌
が
出
詠
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
十
二

首
が
『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
採
ら
れ
、
和
歌
史
に
お
い
て
も
注
目

皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
　
注
釈
と
小
考

森
　
田
　
直
　
美
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を
集
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
歌
題
に
も
特
徴
が
あ
り
、
萩
谷
氏
は*4

、「
臨

時
客
」
の
出
題
は
歌
合
史
上
唯
一
の
例
で
あ
り
、「
春
雪
」「
駒
迎
」
も
他
例

が
乏
し
く
、
人
事
題
に
「
祝
」
が
あ
り
「
恋
」
が
な
い
こ
と
も
前
例
が
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
詠
和
歌
の
表
現
面
で
特
に
目
を
止
め
た
い
の
は
、
全
二
十
首
の

ほ
と
ん
ど
に
古
歌
の
影
響
が
顕
著
と
い
う
点
で
あ
る
。
平
安
中
期
の
歌
人
た

ち
に
と
っ
て
、
古
歌
を
意
識
す
る
こ
と
は
詠
作
の
基
本
だ
が
、
そ
れ
を
考
慮

し
て
も
な
お
、
非
常
に
強
い
古
歌
へ
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
以

後
の
勅
撰
集
に
採
択
さ
れ
る
か
否
か
は
、
古
歌
の
表
現
を
摂
取
し
た
上
で
の
、

発
展
性
の
有
無
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
勅
撰
集
に
入
集
し
な
か
っ
た
例
と
し
て
、
九
番
右
「
い
づ
れ

を
か
わ
き
て
引
か
ま
し
春
の
野
に
な
べ
て
千
年
の
松
の
緑
を
」（
源
顕
房
）

が
あ
る
。
当
歌
は
、「
い
づ
れ
を
か
わ
き
て
折
ら
ま
し
梅
の
花
枝
も
た
わ
わ
に

ふ
れ
る
白
雪
」（
躬
恒
・
三
七
一
）
と
い
っ
た
先
行
歌
を
応
用
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
子
日
の
小
松
引
き
を
晴
れ
や
か
に
詠
ん
だ
手
堅
い
詠
だ
が
、

古
歌
か
ら
の
表
現
的
発
展
性
は
乏
し
い
。

　

反
対
に
、『
後
拾
遺
集
』
に
入
集
し
た
七
番
右
「
秋
の
夜
は
山
田
の
庵
に
稲

妻
の
光
の
み
こ
そ
も
り
あ
か
し
け
れ
」（
伊
勢
大
輔
）
な
ど
か
ら
は
、
古
歌

を
摂
取
し
た
上
で
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。「
秋
の
田
」
に
「
も
る
（
守
る
・

漏
る
の
掛
詞
）」
を
詠
み
合
わ
せ
る
先
行
歌
は
多
い
が
、
そ
の
多
く
は
、「
ほ

に
も
い
で
ぬ
山
田
を
も
る
と
藤
衣
い
な
ば
の
露
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（
古

今
・
秋
下
・
三
〇
七 

よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
、「
露
が
漏
る
」
と
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
伊
勢
大
輔
は
、「
稲
妻
の
光
が
漏
れ
入
る
」
と
し
た
点
に
新
味
が

感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
歌
合
以
降
、「
山
田
を
守
る
」
と
「
稲
妻
の
光
が
漏

る
」
の
掛
詞
を
踏
襲
す
る
歌
が
確
認
で
き
（
詳
し
く
は
注
釈
に
述
べ
る
）、

そ
の
表
現
の
浸
透
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
例
を
は
じ
め
、
後
代
和
歌
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
本

歌
合
に
お
け
る
伊
勢
大
輔
の
功
績
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。
詳
し
く
は
注

釈
に
譲
る
が
、
伊
勢
大
輔
が
四
首
の
出
詠
歌
に
お
い
て
試
み
た
新
し
い
詠
み

ぶ
り
は
、
い
ず
れ
も
後
代
和
歌
に
踏
襲
さ
れ
、
一
定
の
浸
透
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
伊
勢
大
輔
の
歌
は
、
負
け
三
首
、
持
一
首
と
、
勝
敗
は
決
し
て
芳

し
く
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
歌
合
に
お
い
て
、
一
番
合
は
左
勝
が
暗
黙
の

了
解
と
な
っ
て
お
り
、
十
番
合
の
左
は
御
製
歌
で
、
こ
れ
も
純
粋
な
和
歌
の

優
劣
に
よ
る
負
け
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

　
『
四
条
宮
下
野
集
』
に
よ
れ
ば
、
本
来
出
詠
予
定
で
あ
っ
た
下
野
の
三
首

の
う
ち
二
首
は
、
上
東
門
院
彰
子
の
鶴
の
一
声
に
よ
っ
て
伊
勢
大
輔
歌
に
差

し
替
え
ら
れ
た
と
い
う*5

。
下
野
の
悔
し
さ
は
家
集
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
差

し
替
え
ら
れ
た
と
思
し
き
二
首
を
読
む
と
、
や
は
り
伊
勢
大
輔
歌
に
一
日
の

長
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
歌
合
の
勝
敗
は
不
本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

老
練
歌
人
・
伊
勢
大
輔
の
面
目
は
、
後
代
歌
へ
の
影
響
力
に
よ
っ
て
保
た
れ

た
と
言
え
よ
う
。

二
、
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
　
注
釈

【
凡
例
】

①　

本
注
釈
は
、
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
四
輯
『
平
安
歌
合
集 

上
』（
思
文
閣
、

一
九
七
五
年
）
所
収
の
影
印
（
廿
巻
本
第
二
種
甲
類
）
を
底
本
と
す
る
。

②　

本
注
釈
で
は
、
仮
名
日
記
部
分
は
割
愛
し
、
歌
合
部
分
の
み
の
注
釈
を

呈
す
。

③　

歌
合
本
文
は
、
読
解
の
便
宜
上
、
適
宜
仮
名
漢
字
を
改
め
、
詞
書
と
判

詞
に
は
句
読
点
を
施
し
た
。
表
記
を
改
め
た
箇
所
は
、
右
に
ル
ビ
で
底
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本
の
表
記
を
示
し
て
い
る
。

④　

底
本
の
ま
ま
で
は
解
釈
が
著
し
く
困
難
と
判
断
し
た
際
は
、
底
本
傍
記

等
を
用
い
て
校
訂
す
る
。
こ
の
場
合
、「
語
釈
」
も
し
く
は
「
補
説
」
に
、

校
訂
理
由
を
明
記
す
る
。

⑤　

本
注
釈
に
複
数
回
触
れ
る
先
行
注
釈
は
、
以
下
の
略
称
を
用
い
る
。

・　

久
保
木
哲
夫
校
注
『
伊
勢
大
輔
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会
、

一
九
九
二
年
）
→
『
伊
勢
大
輔
注
釈
』

・　

久
保
木
哲
夫
氏
他
著
『
範
永
集
新
注
』（
青
簡
社
、
二
〇
一
六
年
）

→
『
範
永
集
新
注
』

・　

田
島
智
子
校
注
「
皇
后
宮
春
秋
歌
合
」（
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝

歌
合
集
』
所
収
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
→
『
王
朝
歌
合
集
』。

【
注
釈
】

一
番

　
　
　

一
番　

左
勝　

臨
時
客　
　
　
　
　
　

小
式
部
命
婦

　

春
立た

て
ば
ま
づ
ひ
き
つ
れ
て
も
ろ
人
も
よ
ろ
づ
世よ

ふ経
べ
き
宿や
ど

に
こ
そ
来く

れ

　
　
　

右　

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔

　

曇く
も

り
な
き
空そ
ら

の
鏡か
ゞ
みと
見
ゆ
る
か
な
秋
の
夜よ

長な
が

く
照て

ら
す
月つ
き
か
げ影

　
　
　

空そ
ら

に
鏡か
ゞ
みの
定さ
だ

ま
り
て
あ
る
か
と
て

【
左
歌
他
出
】
童
蒙
・
八
七
九
、
袋
草
紙
・
三
九
四
、
栄
花
・
五
三
六

【
右
歌
他
出
】
続
後
撰
・
秋
中
・
三
二
七
、
伊
勢
大
輔
・
三
〇
、
童
蒙
・

八
八
〇
、
袋
草
紙
・
三
九
五
、
栄
花
物
語
・
五
三
七
、
秋
風
・
秋
上
・

三
四
〇

【
左
歌
語
釈
】
○
臨
時
客　

正
月
の
始
め
に
、
摂
政
・
関
白
・
大
臣
の
家
で

大
臣
以
下
公
卿
を
招
い
て
供
応
す
る
こ
と
。
○
春
立
て
ば　

立
春
。
○
ま
づ

ひ
き
つ
れ
て　

正
月
に
ま
ず
連
れ
だ
っ
て
の
意
。「
松
引
き
」
を
響
か
せ
、

子
の
日
の
行
事
で
あ
る
小
松
引
き
を
想
起
さ
せ
る
。「
春
立
て
ば
子
の
日
の

松
を
ひ
き
つ
れ
て
い
づ
ら
祈
り
し
千
代
の
し
る
し
は
」（
海
人
手
古
良
・

六
七
）。
○
も
ろ
人
も　

春
が
来
る
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
人
々
も
、
の
意
。

○
よ
ろ
づ
世
経
べ
き
宿　

客
を
供
応
す
る
貴
人
に
対
し
、「
万
世
も
続
く
」
と

言
祝
ぐ
表
現
。
こ
こ
で
は
皇
后
宮
寛
子
や
、
歌
合
の
実
質
的
主
催
者
で
あ
る

頼
通
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。

【
右
歌
語
釈
】
○
空
の
鏡　

照
る
月
を
鏡
に
見
立
て
た
。
す
で
に
『
万
葉
集
』

に「
真
澄
鏡　

照
る
べ
き
月
を　

白
妙
の　

雲
が
隠
せ
る　

あ
ま
つ
霧
か
も
」

（
巻
七
・
雑
歌
）
な
ど
と
見
え
、平
安
時
代
に
お
い
て
は
常
套
的
な
表
現
。「
雲

居
な
る
月
と
は
見
え
で
塵
も
ゐ
ぬ
鏡
に
む
か
ふ
心
ち
こ
そ
す
れ
」（
和
泉
式

部
・
一
三
三
）。「
寒
流
帯
月
澄
如
鏡
」（
和
漢
朗
詠
集
・
三
五
九 

白
居
易
）

と
い
っ
た
漢
籍
に
影
響
を
受
け
た
発
想
と
考
え
ら
れ
る
。
○
空
に
鏡
の
定
ま

り
て
あ
る
か　
「
空
に
鏡
が
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
判

詞
。「
空
の
鏡
」
と
い
う
比
喩
を
難
と
し
て
左
を
勝
ち
と
す
る
。

【
通
釈
】　
一
番　

左
勝　

臨
時
客　
　
　
　
　
　

小
式
部
命
婦

立
春
に
は
ま
ず
連
れ
だ
っ
て
、（
春
だ
け
で
は
な
く
）
多
く
の
人
々
も
、

万
世
続
く
で
あ
ろ
う
宿
に
来
る
こ
と
だ
。

　
　

右　

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔

曇
り
の
な
い
、
空
に
浮
か
ぶ
鏡
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
だ
。
秋
の
夜
を

長
く
照
ら
す
月
は
。

「
空
に
鏡
が
留
ま
っ
て
い
よ
う
か
」と
い
っ
て
、（
左
の
勝
ち
と
な
っ

た
）。

【
左
歌
補
説
】

　
「
臨
時
客
」の
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
多
く
は
な
い
が
、時
代
的
に
近
い『
後
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拾
遺
集
』（
春
上
・
一
四
～
一
六
）
に
三
首
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
子
の
日

の
小
松
引
き
を
詠
む
先
行
歌
に
は
、「
松
を
引
く
」
こ
と
と
「
人
々
が
引
き
連

れ
る
」
こ
と
を
掛
け
る
も
の
少
な
か
ら
ず
見
え
、
第
二
句
の
発
想
源
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
き
も
せ
ぬ
子
の
日
の
千
代
を
君
が
た
め
ま
づ
引
き
つ
れ
む
春
の
山
道

（
相
模
・
一
一
）

　

な
お
、
次
の
一
首
は
、
臨
時
客
を
題
と
し
、
上
句
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語

彙
か
ら
、
当
該
歌
の
影
響
が
察
せ
ら
れ
る
。（
和
歌
本
文
は
国
歌
大
観
Ｃ
Ｄ

︱
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
拠
る
が
、第
二
句
は
「
ま
づ
引
き
つ
れ
て
」
と
表
記
し
、「
ま
づ
」

と
「
松
」
の
掛
詞
と
解
す
べ
き
か
）。

　
　
　
　

臨
時
客

も
ろ
人
の
松
引
き
つ
れ
て
く
る
宿
に
春
の
心
は
や
る
に
そマ

マさ
り
け
る

（
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
・
二
）

【
右
歌
補
説
】

　
「
空
の
鏡
」
と
い
う
表
現
自
体
は
本
歌
合
以
前
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、

語
釈
に
記
し
た
と
お
り
、
美
し
い
月
を
鏡
に
見
立
て
る
表
現
は
常
套
的
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
難
と
し
た
判
詞
に
は
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
該
歌

以
降
も
「
空
の
鏡
」
の
例
は
多
く
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
以
下
の
一
首
が
挙

げ
ら
れ
、
当
該
歌
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

秋
風
は
雲
の
塵
を
や
払
ふ
ら
む
空
の
鏡
の
夜
半
の
月
影

（
三
十
六
人
大
歌
合
・
八
八
）

二
番

　
　
　
　

二
番　

左
持　

春
日
祭　
　
　

範
永
朝
臣

今け

ふ日
ま
つ
る
三み
か
さ笠

の
山
の
神か
み

ま
せ
ば
あ
め
の
下し
た

に
は
君き
み

ぞ
栄さ
か

え
む

　
　
　
　

右　
　

七
夕　
　
　
　
　
　
　

土
左

よ
ろ
づ
世よ

に
君
ぞ
見
る
べ
き
七た
な
ば
た夕

の
行ゆ

き
あ
ひ
の
空そ
ら

を
雲く
も

の
上う
へ

に
て

【
左
歌
他
出
】
後
拾
遺
・
雑
六
神
祇
・
一
一
七
八
、
範
永
・
一
八
、
題
林
愚
・

九
七
四
一
、五
代
枕
・
九
七

【
右
歌
他
出
】
栄
花
・
五
三
九
、
金
葉
初
・
秋
・
二
三
三
、
金
葉
二
・
秋
・

一
五
八
、
金
葉
三
・
秋
・
一
五
一
、
題
林
愚
・
二
九
八
六
、
高
良
玉
垂
宮
神

秘
書
紙
背
和
歌
・
二
三
八

【
左
歌
語
釈
】
○
春
日
祭　

旧
暦
二
月
に
催
さ
れ
る
藤
原
氏
の
氏
神
・
春
日

大
社
の
例
祭
。
平
安
初
期
か
ら
行
わ
れ
、
藤
原
氏
の
栄
華
を
反
映
し
て
盛
大

を
極
め
た
。
○
三
笠
の
山
の
神　

三
笠
山
は
奈
良
市
の
東
部
、
春
日
山
連
山

の
一
つ
で
、
麓
に
は
春
日
大
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見

れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
」（
古
今
・
羈
旅
・
四
〇
六　

安
部
仲
麻
呂
）。
○
君
ぞ
栄
え
む　

春
日
大
社
が
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
た
表
現
。
一
番
左
歌
と
同
様
に
頼
通
や
寛
子
を
意
識
し
、
そ
の

繁
栄
を
言
祝
い
だ
。

【
右
歌
語
釈
】
○
よ
ろ
づ
世
に
君
ぞ
見
る
べ
き　

こ
の
場
合
の
「
君
」
は
寛

子
を
指
し
て
い
よ
う
。
寛
子
が
幾
久
し
く
見
る
に
違
い
な
い
、
の
意
。
○
行

き
あ
ひ
の
空　

七
夕
の
日
、
牽
牛
と
織
女
が
天
の
川
を
行
き
来
し
て
逢
う
こ

と
。「
彦
星
の
行
き
あ
ひ
の
空
を
眺
め
て
も
待
つ
こ
と
も
な
き
我
ぞ
悲
し
き
」

（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
・
二
八
二
）。
こ
こ
で
は
、
寛
子
と
帝
が
仲
睦
ま
じ
く

年
を
重
ね
る
こ
と
へ
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
○
雲
の
上
に
て　

二
星
が
行
き
逢
う
上
空
に
、
宮
中
の
意
を
響
か
せ
る
。

【
通
釈
】　
二
番　

左
持　

春
日
祭　
　

範
永
朝
臣

今
日
お
祀
り
す
る
三
笠
の
山
の
神
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
地
上
で
は
あ

な
た
さ
ま
が
繁
栄
な
さ
る
で
し
ょ
う
。
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右　

七
夕　
　

土
左

幾
久
し
く
あ
な
た
さ
ま
は
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
七
夕
の
二
星
が
行
き

来
し
て
逢
う
空
を
、
宮
中
で
。

【
左
歌
補
説
】

　
「
春
日
祭
」
が
歌
合
の
歌
題
と
な
っ
た
例
は
、
本
歌
合
以
前
に
は
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
な
い
。『
範
永
集
新
注
』
に
は
、
本
歌
合
の
六
年
前
、
永
承
五

（
一
〇
五
〇
）
年
二
月
に
行
わ
れ
た
六
条
斎
院
歌
合
に
お
け
る
以
下
の
一
首

が
初
出
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

春
日
祭　

左　
　
　
　
　

武
蔵

三
笠
山
指
し
て
ぞ
頼
む
今
日
ま
つ
る
春
日
の
神
を
あ
め
の
下
に
は

（
永
承
五
年
二
月
六
条
斎
院
合
・
七
）

　

六
条
斎
院
（
禖
子
内
親
王
）
の
母
で
あ
る
藤
原
嫄
子
は
頼
通
の
養
女
で
あ

る
。
そ
の
歌
題
が
、
本
歌
合
に
も
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
流
れ
が
察
せ
ら
れ

る
。
当
該
歌
は
、こ
こ
に
挙
げ
た
武
蔵
の
歌
と「
三
笠
」「
今
日
ま
つ
る
」「
神
」

「
あ
め
の
下
」
の
語
を
同
じ
く
し
、
直
接
的
な
影
響
を
看
取
で
き
る
。

【
右
歌
補
説
】

　

当
該
歌
の
よ
う
に
、「
雲
の
上
」
に
上
空
と
宮
中
の
意
を
掛
け
、
七
夕
を
詠

む
例
は
少
な
い
。
こ
こ
で
は
、
歌
合
の
主
催
者
で
あ
る
寛
子
が
意
識
さ
れ
、

末
永
く
宮
中
で
七
夕
の
日
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
祝
し
て
い
る
。
ま

た
、
語
釈
に
も
記
し
た
と
お
り
、
牽
牛
と
織
女
が
年
を
経
て
も
変
わ
ら
ず
に

逢
瀬
を
重
ね
る
様
子
を
、
寛
子
と
帝
の
仲
に
な
ぞ
ら
え
て
も
い
よ
う
。

三
番

　
　
　
　

三
番　

左
勝　

桜
花　
　

内
大
臣

春は
る
さ
め雨

に
濡ぬ

れ
て
訪た
づ

ね
む
山
桜ざ
く
ら

雲く
も

の
か
へ
し
の
嵐あ
ら
しも

ぞ
吹ふ

く

　
　
　
　

右　

駒
迎　
　

下
野

ひ
く
駒こ
ま

の
数か
ず

よ
り
ほ
か
に
見
え
つ
る
は
関せ
き

の
清し
み
ず水

の
か
げ
に
ざ
り
け
る

　
　

水み
づ

の
か
げ
に
見
ゆ
と
あ
る
と
こ
ろ
を
心こ
ゝ
ろ
え得
ず
と
て

【
左
歌
他
出
】
金
葉
初
・
春
・
八
三
、
金
葉
二
・
春
・
五
五
、
金
葉
三
・
春
・

五
四
、
入
道
右
・
七
八
、
袋
草
紙
・
五
五
、
袋
草
紙
・
三
九
六
、
古
来
風
体
・

四
九
四
、
栄
花
・
五
四
〇
、
和
漢
兼
・
二
七
七
、
題
林
愚
・
八
七
七

【
右
歌
他
出
】
金
葉
初
・
秋
・
二
六
六
、
金
葉
二
・
秋
・
一
八
三
、
金
葉
三
・

秋
・
一
七
五
、
下
野
・
七
六
、
袋
草
紙
・
五
六
、
袋
草
紙
・
三
九
七
、
栄
花
・

五
四
一

【
左
歌
語
釈
】
○
内
大
臣　

藤
原
頼
宗
。
藤
原
道
長
の
次
男
。
藤
原
公
任
に

次
ぐ
歌
人
と
称
さ
れ
た
。
○
春
雨
に
濡
れ
て
訪
ね
む　

春
雨
に
濡
れ
て
で
も

山
桜
を
見
に
行
こ
う
、
の
意
。『
栄
花
物
語
』
で
は
「
濡
れ
て
帰
ら
ん
」
と

異
同
が
あ
る
が
、
歌
意
に
よ
れ
ば
「
訪
ね
む
」
が
穏
当
だ
ろ
う
。
○
雲
の
か

へ
し
の
嵐　

雨
上
が
り
に
、
雨
雲
を
吹
き
返
す
か
の
よ
う
に
吹
く
激
し
い
風
。

【
右
歌
語
釈
】
○
駒
迎　

平
安
時
代
以
降
、
駒
牽
（
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た

馬
を
天
皇
が
見
る
儀
式
）
の
際
、
馬
を
馬
寮
の
使
い
が
近
江
の
逢
坂
の
関
ま

で
迎
え
に
出
た
こ
と
。
毎
年
八
月
中
旬
に
行
な
わ
れ
た
。
○
数
よ
り
ほ
か
に

見
え
つ
る　
「
ほ
か
」
は
「
そ
れ
以
外
」
の
意
。
実
際
の
頭
数
よ
り
多
く
、

馬
の
姿
が
見
え
た
と
い
う
こ
と
。
○
関
の
清
水　

逢
坂
の
関
付
近
に
湧
き
出

て
い
た
清
水
。「
音
に
の
み
聞
き
て
渡
ら
ぬ
逢
坂
の
関
の
清
水
に
流
れ
ぬ
る

か
な
」（
忠
見
・
一
八
八
）。
○
か
げ　

水
に
映
っ
た
馬
の
姿
。

【
通
釈
】　

三
番　

左
勝　

桜
花　
　

内
大
臣

春
雨
に
濡
れ
な
が
ら
山
桜
を
訪
ね
よ
う
。
雲
を
吹
き
返
す
嵐
が
吹
く
と
、

花
が
散
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

　
　
　
　

右　

駒
迎　
　

下
野



埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第20号

（
六
）

─ 453 ─

引
く
駒
の
数
の
他
に
見
え
た
馬
は
、
逢
坂
の
関
の
清
水
に
映
っ
た
影
な

の
だ
っ
た
。

「「
水
の
影
に
見
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
言
っ

て
（
左
の
勝
ち
と
な
っ
た
）。

【
左
歌
補
説
】

　

当
該
歌
の
特
徴
で
あ
る
「
雲
の
か
へ
し
の
嵐
」
と
い
う
表
現
は
、
お
そ
ら

く
、
同
時
代
に
詠
ま
れ
は
じ
め
た
歌
語
「
か
へ
し
の
風
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。『
王
朝
歌
合
集
』
で
は
、次
の
伊
勢
大
輔
の
歌
を
受
け
て
、

頼
宗
が
「
か
へ
し
の
嵐
」
を
詠
ん
だ
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

落
ち
積
も
る
こ
の
山
里
の
木
の
葉
を
ば
か
へ
し
の
風
の
吹
き
か
へ
さ
な
む

（
伊
勢
大
輔
・
九
〇
）

　

雨
後
の
強
風
と
し
て
の
「
か
へ
し
の
風
」
を
詠
む
例
は
、
先
行
歌
に
は
見

出
し
が
た
く
、
当
該
歌
は
そ
の
早
い
例
と
見
え
る
。
こ
の
表
現
は
、
後
代
歌

に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　
　
　
　

雨
の
う
ち
の
紅
葉

は
は
そ
は
ら
散
り
も
こ
そ
す
れ
雨
雲
の
か
へ
し
の
風
は
ふ
か
ず
も
あ
ら

な
ん	

（
有
房
・
二
三
三
）

　
　
　
　

雨
後
落
花
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る　
　
　

安
心
法
師

山
桜
雲
の
か
へ
し
の
風
ふ
け
ば
雨
は
雪
に
ぞ
降
り
か
は
り
け
る

（
月
詣
・
二
一
〇
）

【
右
歌
補
説
】

　

駒
迎
は
、
八
月
の
行
事
と
し
て
平
安
前
期
以
降
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
特

に
、
紀
貫
之
に
よ
る
次
の
歌
は
、
後
代
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
当
該
歌
も
そ

の
例
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　

八
月
駒
迎

逢
坂
の
関
の
清
水
に
影
見
え
て
今
や
引
く
ら
ん
望
月
の
駒

（
貫
之
・
一
四
／
拾
遺
集
・
秋
・
一
七
〇
）

　

こ
の
番
の
判
詞
は
、「
水
の
影
に
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
を
難
点
と
す
る
が
、

こ
こ
で
清
水
の
影
を
引
き
合
い
出
す
理
由
は
、
ひ
と
え
に
貫
之
歌
の
影
響
に

他
な
ら
な
い
。
判
者
は
そ
れ
を
承
知
し
つ
つ
も
、
表
現
に
有
効
性
が
感
じ
ら

れ
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、当
歌
合
と
開
催
年
次
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
六
条
斎
院
歌
合
に「
駒

迎
」
題
が
見
え
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

四
番

　
　
　
　

四
番　

左　

鴬　
　

春
宮
大
夫

山
里ざ
と

の
垣か
き
ね根
に
春は
る

や
し
る
か
ら覧む
霞か
す

ま
ぬ
先さ
き

に
鴬
う
ぐ
ひ
すの
な
く

　
　
　
　

霞か
す

ま
ぬ
さ
き
に
心
得え

ず
、
ま
づ
霞か
す

み
て
た
□欠
損

な
ど
あ
り
て

　
　
　
　

右
勝　

鹿
鳴
草　
　
　

美
作

折を

り
や
せ
ん
折を

ら
で
や
見み

ま
し
秋
萩は
ぎ

を
つ露ゆ
も
心こ
ゝ
ろに

か
け
ぬ
日
ぞ
な
き

【
左
歌
他
出
】
千
載
・
春
上
・
六
、
袋
草
紙
・
三
九
八
、
古
来
風
体
抄
・

五
七
〇
、
栄
花
・
五
四
二

【
右
歌
他
出
】
童
蒙
・
九
〇
四
、
袋
草
紙
・
三
九
九
、
栄
花
・
五
四
三

【
左
歌
語
釈
】
○
春
宮
大
夫　

当
時
の
春
宮
大
夫
は
藤
原
能
信
。
し
か
し
、

こ
れ
は
皇
后
宮
大
夫
源
隆
国
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
○
春
や
し
る
か
ら
む　

「
し
る
し
（
著
し
）」
は
際
立
っ
て
い
る
、
の
意
。
は
っ
き
り
と
春
を
感
じ
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。「
つ
つ
め
ど
も
春
の
気
色
の
し
る
け
れ
ば
霞
の

色
も
見
ゆ
る
な
り
け
り
」（
大
斎
院
・
四
）。
○
霞
ま
ぬ
さ
き
に
心
得
ず　

和

歌
的
概
念
に
よ
れ
ば
、
霞
と
鴬
は
い
ち
早
く
春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
。

よ
っ
て
、「
霞
に
先
立
っ
て
鳴
く
鶯
」
と
い
う
表
現
は
、
好
ま
し
く
な
い
と
い
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う
こ
と
。「
春
霞
け
し
き
立
ち
に
し
あ
し
た
よ
り
ま
た
鶯
の
初
音
な
り
せ
ば
」

（
和
泉
続
・
五
六
九
）。
○
ま
づ
霞
み
て
た
□　

欠
損
部
分
は
「
霞
み
て
立
つ
」

な
ど
だ
ろ
う
か
。

【
右
歌
語
釈
】
○
鹿
鳴
草　

萩
の
別
名
。
○
美
作　

他
出
は
す
べ
て
作
者
を

美
濃
と
し
て
お
り
、
美
作
は
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
〇
秋
萩
を　

底
本
に
は

「
を
」
の
右
に
「
に
」
の
傍
記
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
の
「
つ
ゆ
も
心
に
」

へ
の
繋
が
り
か
ら
「
を
」
が
穏
当
と
判
断
し
た
。
○
つ
ゆ
も　
「
露
」
と
「
つ

ゆ
（
副
詞
。「
少
し
も
～
な
い
」）」
の
掛
詞
。「
雨
降
れ
ど
つ
ゆ
も
漏
ら
じ
を

笠
取
の
山
は
い
か
で
か
紅
葉
染
め
け
む
」（
古
今
・
秋
下
・
二
六
一 

元
方
）。

○
心
に
か
け
ぬ
日
ぞ
な
き　
「
心
を
か
け
る
」
に
「
露
が
か
か
る
」
の
意
を

掛
け
る
。
秋
萩
が
咲
く
と
、
常
に
そ
の
美
し
さ
に
心
を
と
ら
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

【
通
釈
】
四
番　

左　

鶯　
　

春
宮
大
夫

山
里
の
垣
根
に
は
春
が
は
っ
き
り
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
霞
に
先
立
っ

て
鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

「「
霞
ま
ぬ
さ
き
に
」と
は
好
ま
し
く
な
い
。
ま
ず
霞
が
立
つ
も
の
」

な
ど
と
あ
っ
て
、（
右
勝
ち
と
な
っ
た
）。

　
　
　
　

右
勝　

鹿
鳴
草　
　

美
作

折
っ
て
し
ま
お
う
か
、
折
ら
ず
に
見
よ
う
か
。
そ
ん
な
風
に
考
え
て
は
、

秋
萩
を
少
し
も
気
に
掛
け
な
い
日
は
な
い
こ
と
だ
。

【
左
歌
補
説
】

平
安
期
、
春
の
山
里
と
、
霞
、
鴬
を
詠
み
合
わ
せ
た
早
い
例
と
し
て
は
、

山
里
は
春
の
霞
に
と
ぢ
ら
れ
て
住
処
ま
ど
へ
る
鴬
ぞ
な
く（

興
風
・
二
二
）

　

が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
降
、

　
　
　
　

閑
中
鶯

鶯
の
声
ぞ
霞
に
も
れ
て
く
る
人
目
と
も
し
き
春
の
山
里（

山
家
・
二
五
）

た
と
ふ
べ
き
物
こ
そ
な
け
れ
山
里
の
霞
の
内
の
鴬
の
声

（
久
安
百
首
・
四
〇
八
）

な
ど
、
鴬
は
霞
に
包
ま
れ
た
山
里
に
い
る
、
と
い
う
詠
み
ぶ
り
が
大
勢
を
占

め
る
。
よ
っ
て
判
詞
が
「
霞
ま
ぬ
さ
き
に
心
得
ず
」
と
不
審
が
る
の
も
道
理

と
思
わ
れ
る
。

【
右
歌
補
説
】

　
「
つ
ゆ
」
に
「
露
」
と
「
少
し
も
」
の
意
を
掛
け
る
例
は
、
平
安
前
期
か

ら
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
掛
詞
に
、
縁
語
「
か
く
」
を
詠
み

合
わ
せ
る
歌
も
少
な
く
な
い
。

も
ろ
と
も
に
お
き
ゐ
し
秋
の
つ
ゆ
ば
か
り
か
か
ら
ん
物
と
思
ひ
か
け
き
や

（
後
撰
・
哀
傷
・
一
四
〇
八
）

　

さ
ら
に
、「
た
す
き
」
や
「
玉
簾
」
な
ど
を
詠
む
際
に
、
結
句
を
「
か
け
ぬ

日
は
な
し
」
と
す
る
和
歌
も
、
先
行
歌
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
社
の
木
綿
襷
ひ
と
日
も
君
を
か
け
ぬ
日
は
な
し

（
古
今
・
恋
一
・
四
八
七 

よ
み
人
し
ら
ず
）

　

当
該
歌
は
、
先
行
歌
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
要
素
を
併
せ
て
摂
取
し
、
詠
ん

だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
時
代
の
『
下
野
集
』
に
、
同
様
の
例
が

確
認
で
き
る
。
下
句
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
と
の
直
接

的
な
影
響
関
係
が
想
像
さ
れ
る
。

い
と
を
か
し
き
に
、
手
も
を
か
し
げ
に
ぞ
書
き
た
ま
へ
る
、
御
返
し

松
虫
と
き
く
に
つ
け
て
も
宮
城
野
に
つ
ゆ
も
心
を
か
け
ぬ
日
ぞ
な
き

（
下
野
・
六
一
）
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五
番

　
　
　
　

五
番　

左
勝　

子
日　
　

顕
房
朝
臣

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
引ひ

か
ま
し
春
の
野ゝ
に
な
べ
て
千
年
の
松ま
つ

の
緑み
ど
りを

　
　
　
　

右　

雁　
　

伊
勢
大
輔

小さ

よ夜
ふ
け
て
旅た
び

の
空そ
ら

に
て
な
く
雁か
り

は
お
の
が
羽は
か
ぜ風

や
夜よ
さ
む寒

な
る
ら
む

ま
こ
と
に
身
に
し
む
歌
也
、
内う
ち

殿ど
の

を
か
し
が
ら
せ
給給ふ
、
さ
れ
ど

左
、
夜よ

二ふ
た

つ
と
申申す

【
左
歌
他
出
】
袋
草
紙
・
四
〇
〇
、
栄
花
・
五
四
四

【
右
歌
他
出
】
後
拾
遺
・
秋
上
・
二
七
六
、
難
後
拾
遺
・
四
六
、
新
撰
朗
詠
・

三
〇
五
、
袋
草
紙
・
三
〇
八
、
袋
草
紙
・ 

四
〇
一 

、
袋
草
紙
・
五
九
四
、八

雲
御
抄
・
八
七
、
栄
花
・
五
四
五
、
御
裳
集
・
三
六
九
、
伊
勢
大
輔
（
伝
良

経
筆
本
）・
三
二
、
伊
勢
大
輔
（
群
書
類
聚
本
）・
七
三
、
定
家
八
代
抄
・

三
七
七

【
左
歌
語
釈
】
○
い
づ
れ
を
か
わ
き
て
引
か
ま
し　

ど
の
松
を
引
こ
う
か
逡

巡
す
る
心
境
。「
い
づ
れ
を
か
わ
き
て
」
と
詠
み
出
す
例
は
、
先
行
歌
に
多

数
見
受
け
ら
れ
る
。「
い
づ
れ
を
か
わ
き
て
し
の
ば
ん
秋
の
野
に
う
つ
ろ
は

ん
と
て
色
か
は
る
草
」（
後
撰
・
秋
下
・
三
七
一 

よ
み
人
し
ら
ず
）。
○
な

べ
て　

お
し
な
べ
て
、
総
じ
て
。
春
野
の
松
は
、
ど
れ
も
み
な
長
久
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
〇
千
年
の
松
の
緑　

松
が
幾
久
し
く
常
緑
で
あ
る
こ
と
を
寿

ぐ
表
現
。「
君
が
代
の
千
年
の
松
の
深
緑
さ
わ
が
ぬ
水
に
影
は
見
え
つ
つ
」（
長

能
・
七
五
）。

【
右
歌
語
釈
】
○
小
夜
ふ
け
て　

底
本
に
は
、「
さ
よ
ふ
け
て
」
の
「
け
て
」
に
、

「
か
く
」
の
傍
記
が
あ
る
。
○
羽
風　

鳥
が
羽
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
お

き
る
風
。「
雁
が
ね
の
羽
風
を
寒
み
機
織
女
く
だ
ま
く
声
の
き
り
き
り
と
鳴

く
」（
古
今
六
帖
・
四
〇
一
七
「
機
織
女
」 

よ
み
人
し
ら
ず
）。
○
夜
寒　

秋

が
深
ま
り
、
夜
の
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
。「
我
が
背
子
が
我
に
枯
れ
に
し
夕

べ
よ
り
夜
寒
な
る
身
の
あ
き
ぞ
悲
し
き
」（
好
忠
・
二
二
一
）。
○
ま
こ
と
に

身
に
し
む
歌
な
り　

判
詞
。
右
の
歌
が
実
に
し
み
じ
み
と
し
た
良
い
歌
だ
と

い
う
評
価
。
○
内
殿　
「
う
ち
の
お
お
い
ど
の
（
内
大
殿
）」
の
誤
脱
か
。『
王

朝
歌
合
集
』
で
は
宇
治
殿
と
し
、
藤
原
頼
通
と
解
し
て
い
る
。
同
注
釈
に
記

さ
れ
る
と
お
り
、
内
殿
で
内
大
臣
を
表
す
例
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、

頼
通
の
反
応
が
突
如
言
及
さ
れ
る
の
も
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
文
脈
か
ら
、

判
者
・
頼
宗
を
指
す
と
解
釈
し
た
い
。
○
左
、
夜
二
つ
と
申
す　

左
の
人
々

か
ら
、「
夜
が
二
つ
入
っ
て
い
る
」
と
歌
病
を
指
摘
さ
れ
た
。

【
通
釈
】　

五
番　

左
勝　

子
日　
　

顕
房
朝
臣

い
っ
た
い
ど
の
松
を
選
ん
で
引
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
春
の
野
で
、
な

べ
て
み
な
千
年
の
齢
を
も
つ
常
緑
の
松
を
。

　
　
　
　

右　

雁　
　

伊
勢
大
輔

夜
が
更
け
て
旅
の
空
で
鳴
い
て
い
る
雁
は
自
分
た
ち
の
羽
風
で
夜
の
寒

さ
が
こ
と
さ
ら
身
に
し
み
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

本
当
に
、
し
み
じ
み
と
身
に
し
み
る
歌
で
あ
る
。
内
大
臣
も
お
褒

め
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
の
人
々
が
「
夜
が
二
つ
あ
る
」

と
申
す
（
の
で
、
左
の
勝
ち
と
な
っ
た
）。

【
左
歌
補
説
】

　

語
釈
に
『
後
撰
集
』
の
例
を
挙
げ
て
記
し
た
と
お
り
、「
い
づ
れ
を
か
わ
き

て
」
と
詠
み
出
す
歌
は
、
先
行
歌
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
折
ら
ま
し
山
桜
心
移
ら
ぬ
枝
し
な
け
れ
ば

（
後
拾
遺
・
春
上
・
八
九　

輔
親
）

　

顕
房
の
歌
は
、
輔
親
の
歌
な
ど
を
参
考
と
し
、
そ
れ
を
子
の
日
の
小
松
引

き
に
応
用
し
て
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
右
歌
補
説
】

　

旅
の
空
に
あ
る
雁
の
辛
さ
に
、
秋
の
夜
更
け
の
寒
さ
を
添
え
た
情
趣
豊
か

な
一
首
。
し
か
し
、「
夜
」
を
二
度
使
用
し
て
い
る
点
を
左
方
か
ら
指
摘
さ
れ
、

負
け
と
な
っ
た
。『
伊
勢
大
輔
集
』
で
は
「
秋
ご
と
に
」（
伝
良
経
筆
本
）、「
衣

薄
み
」（
群
書
類
聚
本
）
の
形
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
歌
合
と
の
相
違
は
、

歌
病
の
指
摘
に
よ
る
改
変
と
み
て
良
い
の
か
、
判
断
し
難
い
（『
伊
勢
大
輔

注
釈
』
も
断
言
を
避
け
て
い
る
）。

　
「
お
の
が
羽
風
」
を
詠
む
先
行
歌
と
し
て
は
、

　
　
　
　

鴬
の
鳴
く
を
よ
め
る　
　
　
　

素
性

こ
づ
た
へ
ば
お
の
が
羽
風
に
散
る
花
を
誰
に
お
ほ
せ
て
こ
こ
ら
鳴
く
ら
む

（
古
今
・
春
下
・
一
〇
九
）

が
あ
る
。「
鳴
く
」
と
「
泣
く
」
を
掛
け
る
点
も
含
め
、
当
該
歌
へ
の
影
響

が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
鳥
の
羽
風
が
寒
さ
を
つ
の
ら
せ
る
」
と
い
う
趣
旨

の
先
行
歌
と
し
て
は
、
以
下
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

飛
び
通
ふ
を
し
の
羽
風
の
寒
け
れ
ば
池
の
氷
ぞ
さ
え
ま
さ
り
け
る

（
拾
遺
・
冬
・
二
三
二 
紀
友
則
）

　

お
そ
ら
く
伊
勢
大
輔
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
歌
の
表
現
を
摂
取
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
歌
病
の
指
摘
は
あ
っ
た
も
の
の
、
当
該
歌
は
『
後
拾
遺
集
』

に
収
載
さ
れ
た
。
後
代
、
こ
の
歌
に
影
響
を
受
け
た
と
思
し
き
歌
も
確
認
で

き
る
。

　
　
　
　

同
夜
当
座
御
会
に
、
月
前
雁

雁
が
ね
も
雲
の
衣
を
厭
ひ
け
り
お
の
が
羽
風
に
澄
め
る
夜
の
月

（
秋
篠
月
清
・
一
一
二
四
）

夜
を
寒
み
心
づ
か
ら
や
鳴
く
千
鳥
お
の
が
羽
風
に
む
す
ぶ
氷
を

（
久
安
百
首
・
五
五
）

六
番

　
　
　
　

左
持　

梅　
　

相
模

岩い
は
ま間
漏も

る
水み
づ

に
ぞ
や
ど
す
梅む
め

の
花は
な

梢こ
ず
へは
風か
ぜ

の
う
し
ろ
め
た
さ
に

梢こ
ず
へな
が
ら
あ
ら
せ
ま
ほ
し
、
散
ら
せ
た
り
と
あ
り

右　

鹿　
　

民
部
卿

高た
か
さ
ご砂

の
尾お
の
へ上

の
鹿し
か

を
ゆ
く
船ふ
ね

の
う
ら
悲が
な

し
く
や
過す

ぎ
が
て
に
聞き

く

鹿し
か

を
ゆ
く
ほ
ど
心
得え

ず
、
又
末す
へ

は
い
ま
い／
＼

ま
し
と
て
よ
み
笑わ
ら

ひ
こ

め
ら
れ
ぬ

【
左
歌
他
出
】
袋
草
紙
・
四
〇
二
、
栄
花
・
五
四
六

【
右
歌
他
出
】
夫
木
・
四
六
七
三
、
経
信
・
一
三
三
、
袋
草
紙
・
四
〇
三
、万

葉
集
時
代
難
事
・
六
九

【
左
歌
語
釈
】
○
岩
間
漏
る　

岩
間
を
す
り
抜
け
る
。
○
水
に
ぞ
や
ど
す　

水
に
映
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
い
う
場
合
が
多
い
が
、
当
該
歌
で
は
、
水
に

花
び
ら
が
浮
か
ん
で
い
る
様
子
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
補
説
。
○

風
の
う
し
ろ
め
た
さ　

風
で
散
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
で
あ
る
こ
と
。

「
朝
ま
だ
き
お
き
て
ぞ
見
つ
る
梅
の
花
夜
の
ま
の
風
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
」

（
拾
遺
・
春
・
二
九 

元
良
親
王
）。

【
右
歌
語
釈
】
○
民
部
卿　

藤
原
長
家
。
し
か
し
当
該
歌
は
『
経
信
集
』
に

も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
頭
注
で
は
、

「
経
信
の
代
作
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
の
九
番
右
歌
も
同
じ
。
○
高
砂

の　

尾
上
を
引
き
出
す
枕
詞
。「
夕
暮
れ
は
嵐
の
声
も
高
砂
の
尾
上
の
松
に

つ
け
て
こ
そ
聞
け
」（
能
宣
・
一
九
六
）。
○
尾
上
の
鹿
を　

下
句
に
「
聞
く
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿
の
鳴
き
声
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
○
ゆ
く
船
の 

底
本
で
は
「
こ
ぐ
船
の
」。
右
に
「
ゆ
く
ふ
ね
の
」
と
傍
記
が
あ
る
。
判
詞

と
の
整
合
性
か
ら
、「
ゆ
く
船
の
」
が
穏
当
と
判
断
し
た
。
○
う
ら
悲
し
く
や　
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「
う
ら
」
は
、「
何
と
な
し
に
」
の
意
に
「
浦
」
を
掛
け
る
。「
磯
に
お
ふ
る
み

る
め
に
つ
け
て
塩
竃
の
う
ら
寂
し
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」（
為
頼
・
四
五
）。

○
過
ぎ
が
て
に
聞
く　

底
本
で
は
「
す
ぎ
が
て
に
な
く
」
と
あ
り
、「
な
」
の

右
に
「
き
」
の
傍
記
が
あ
る
。「
聞
く
」
で
な
け
れ
ば
歌
意
が
通
ら
な
い
た
め
、

こ
れ
を
穏
当
と
見
た
。

【
通
釈
】　

六
番　

左
持　

梅　
　

相
模

梅
の
花
は
、
岩
間
を
漏
れ
出
て
流
れ
る
水
に
こ
そ
、
花
を
留
ま
ら
せ
る
。

梢
の
花
は
風
で
散
ら
さ
れ
る
の
が
気
が
か
り
な
の
で
。

梢
に
咲
い
て
い
る
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
散
ら
せ
て
し
ま
っ
た
、

と
あ
り
。

右　

鹿　
　

民
部
卿

尾
上
の
鹿
の
鳴
き
声
を
、
浦
を
ゆ
く
舟
は
も
の
悲
し
く
感
じ
、
素
通
り

で
き
ず
に
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
鹿
を
行
く
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
最
後

が
気
に
く
わ
な
い
と
い
っ
て
読
み
、
笑
い
を
押
し
込
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。

【
左
歌
補
説
】

　
「
水
に
や
ど
る
」
と
い
う
表
現
は
、
先
行
歌
で
は
、

久
方
の
天
つ
空
な
る
月
な
れ
ど
い
づ
れ
の
水
に
影
や
ど
る
ら
ん

（
拾
遺
・
雑
上
・
四
四
〇 

躬
恒
）

な
ど
、
月
が
水
に
映
り
込
ん
で
い
る
様
子
を
詠
む
場
合
が
非
常
に
多
い
。
し

か
し
、
次
の
同
時
代
詠
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
歌
で
は
「
水
に
花
び
ら
が
散

り
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
」
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

桜
の
盛
り
に
、
上
の
御
局
に
お
は
し
ま
い
り
し
に
、
御
前
の
泉
に
、

散
り
た
る
花
を
い
と
多
く
入
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
を

行
く
末
も
は
る
か
に
や
見
む
桜
花
岩
間
を
い
づ
る
水
に
や
ど
し
て

（
下
野
・
一
八
三
）

　

こ
の
『
下
野
集
』
の
歌
と
当
該
歌
と
の
前
後
関
係
は
判
然
と
し
な
い
が
、

内
容
か
ら
影
響
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
右
歌
補
説
】

　

判
詞
は
、
こ
れ
を
三
句
切
れ
で
解
釈
し
て
い
る
。
だ
が
本
来
は
、
二
句
切

れ
で
「
尾
上
の
鹿
の
声
を
聞
き
、
素
通
り
し
が
た
い
様
子
だ
」
と
解
す
べ
き

だ
ろ
う
。
眼
前
の
光
景
に
心
ひ
か
れ
、「
過
ぎ
が
て
」
と
詠
む
歌
は
、
平
安
前

期
か
ら
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

過
ぎ
が
て
に
野
辺
は
経
ぬ
べ
し
花
す
す
き
こ
れ
か
れ
招
く
袖
の
見
ゆ
れ
ば

（
古
今
六
帖
・
三
六
九
九
）

　

し
か
し
、
鹿
の
鳴
き
声
の
悲
痛
さ
ゆ
え
に
「
過
ぎ
が
て
」
で
あ
る
と
詠
む

の
は
、
当
該
歌
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
古
今
六
帖
歌
と
下

句
が
非
常
に
近
く
、
参
考
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

和
歌
の
浦
に
若
芽
刈
り
干
す
我
を
見
て
沖
漕
ぐ
舟
の
過
ぎ
が
て
に
す
る

（
古
今
六
帖
・
一
八
七
六
「
う
ら
」）

七
番

　
　
　
　

七
番　

左
持　

若
菜　

摘つ

み
に
来く

る
人ひ
と

は
誰た
れ

と
も
な
か
り
け
り
我我が
し
め
し
野の

のゝ
若
菜
なゝ
れ
ど
も

　
　
　
　

右　

山
田　
　

大
輔

秋あ
き

の
夜よ

は
山
田だ

の
庵い
ほ

に
稲い
な
づ
ま妻

の
光ひ
か
りの

み
こ
そ
も
り
あ
か
し
け
れ

　
　
　
　

此
歌哥

は
す
ぐ
れ
た
り
、
ひ
と
し
き
な
か
な／
＼か

な
り
や

【
左
歌
他
出
】
後
拾
遺
・
春
上
・
三
六

【
右
歌
他
出
】
後
拾
遺
・
秋
下
・
三
六
八
、
続
後
撰
・
賀
・
一
三
七
三
、
伊
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勢
大
輔
・
三
一
、
栄
花
・
五
四
三
、
御
裳
集
・
四
五
七
、
伊
勢
大
輔
（
彰
考

館
本
）・
七
四

【
左
歌
語
釈
】
○
誰
と
も
な
か
り
け
り　

誰
そ
れ
と
限
定
で
き
な
い
く
ら
い

大
勢
い
る
と
い
う
こ
と
。
○
し
め
し
野
の　

標
を
結
っ
て
占
有
し
て
い
る
野
。

「
人
し
れ
ず
我
が
し
め
し
野
の
常
夏
は
花
咲
き
ぬ
べ
き
時
ぞ
き
に
け
る
」（
後

撰
・
夏
・
一
九
八 
よ
み
人
し
ら
ず
）。

【
右
歌
語
釈
】
○
稲
妻　

稲
光
。
雷
光
。
稲
が
実
る
時
期
は
雷
の
多
い
季
節

で
も
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。「
あ
し
ひ
き
の
山
田
を
植
ゑ
て
稲
妻
の
と
も

に
秋
に
は
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ
」（
貫
之
・
五
一
〇
）。○
も
り
あ
か
し
け
れ　
「
も

り
」
は
「
守
」（
田
を
守
る
）
と
「
漏
」（
稲
妻
が
漏
れ
入
っ
て
く
る
）
の
掛

詞
。「
と
ほ
山
田
種
ま
き
お
け
る
人
よ
り
も
井
関
の
水
は
も
り
ま
さ
る
ら
ん
」

（
順
・
二
一
四
）。

【
通
釈
】　

七
番　

左
持　

若
菜

摘
み
に
来
る
人
は
、
誰
そ
れ
と
限
る
こ
と
も
な
く
大
勢
い
る
こ
と
だ
。

私
が
標
を
結
っ
た
野
の
若
菜
だ
け
れ
ど
も
。

　
　
　
　

右　

山
田　

大
輔

秋
の
夜
は
山
田
の
庵
に
、
稲
妻
の
光
ば
か
り
が
漏
れ
入
り
、
田
を
守
り

明
か
す
こ
と
だ
。

こ
の
歌
は
優
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
同
じ
く
ら
い
良
く
、
優
劣
を

つ
け
ら
れ
な
い
。

【
左
歌
補
説
】

　

若
菜
を
摘
も
う
と
、
野
に
標
を
結
う
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』
以
降
よ

く
見
ら
れ
る
。

明
日
よ
り
は　

春
菜
摘
ま
む
と　

し
め
し
野
に　

昨
日
も
今
日
も　

雪

は
降
り
つ
つ	

（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
四
二
七 

山
部
赤
人
）

　

ま
た
、「
我
が
し
め
し
野
」
を
詠
う
歌
も
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
、
こ
れ
ら

の
中
に
は
、「
な
で
し
こ
」
や
「
女
郎
花
」
を
詠
み
込
み
、
男
性
が
恋
人
に
向

け
て
不
実
を
恨
む
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
目
立
つ
。

　
　
　
　

女
郎
花

う
し
ろ
め
た
我
が
し
め
し
野
の
女
郎
花
花
見
る
人
に
心
う
つ
る
な

（
和
泉
・
一
四
五
）

【
右
歌
補
説
】

　

稲
妻
と
と
も
に
秋
の
田
を
詠
む
歌
は
、
平
安
前
期
か
ら
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。

足
曳
の
山
田
を
植
ゑ
て
稲
妻
の
と
も
に
秋
に
は
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ

（
貫
之
・
五
一
〇
）

　

ま
た
、「
山
田
」
と
「
も
る
（
守
、
漏
の
掛
詞
）」
を
詠
み
合
わ
せ
る
歌
も

少
な
く
な
い
。

　
　
　
　

秋
の
田
の
庵
と
と
い
ふ
こ
と
を
、
是
貞
親
王
の
家
の
歌
合
に

山
田
も
る
秋
の
か
り
ほ
に
お
く
露
は
い
な
お
ほ
せ
ど
り
の
涙
な
り
け
り

（
忠
岑
・
二
八
）

　

た
だ
し
、
先
行
歌
の
例
は
、
水
や
露
が
漏
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
当
歌

は
稲
妻
の
光
が
漏
れ
入
る
と
す
る
点
に
新
味
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、

同
様
の
掛
詞
が
散
見
さ
れ
、
当
歌
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。

里
遠
み
山
田
の
庵
は
稲
妻
の
光
の
も
る
を
友
と
見
る
か
な

（
永
久
百
首
・
二
七
九 

常
陸
）

山
田
も
る
宵
の
稲
妻
影
消
え
て
か
た
し
く
袖
に
月
ぞ
や
ど
れ
る

（
範
宗
・
二
五
七
）
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八
番

　
　
　
　

左
持　

柳　
　

内
侍

皆み
な

人ひ
と

の
心
に
か
け
て
く
る
も物の
は
岸き
し

に
浪な
み

よ
る
青あ
を
や
ぎ柳
の
糸い
と

　
　
　
　

古ふ
る

き
歌う
た

と
て
そ
の
歌う
た

と
り
い
で
ら
れ
た
り

　
　
　
　

右　

紅
葉　
　

民
部
卿

大
井ゐ
が
は川

た
ぎ
つ
瀬せ

も
な
く
秋
深ふ
か

み
紅も
み
ぢ葉

の
淵ふ
ち

と
な
り
に
け
る
か
な

　
　
　
　

紅も
み
ぢ葉

と
い
ふ
と
こ
ろ
あ
る
や
う
に
あ
り
、
と
あ
り

【
左
歌
他
出
】
栄
花
・
五
四
八

【
右
歌
他
出
】
続
後
拾
遺
・
秋
下
・
四
〇
四
、
経
信
・
一
三
五
、
栄
花
・

五
四
九
、
歌
枕
名
・
五
九
九

【
左
歌
語
釈
】
○
心
に
か
け
て
く
る
も
の
は　

気
に
か
け
る
。
心
引
か
れ
る
。

「
柳
」「
糸
」「
か
く
」「
く
る
」「
よ
る
」
は
縁
語
。「
か
く
」
は
「
心
に
掛
け

る
」
と
「
糸
を
撚
り
掛
け
る
」
の
、「
く
る
」
は
「
来
る
」
と
「
繰
る
」
の
掛

詞
。
○
浪
よ
る　
「
よ
る
」
は
「
波
が
寄
る
」
と
「
糸
を
縒
る
」
の
掛
詞
。

○
古
き
う
た
と
て　

こ
の
よ
う
な
表
現
は
古
歌
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
、
そ
の

歌
を
挙
げ
た
。
古
歌
に
倣
い
、
工
夫
が
乏
し
い
こ
と
を
難
と
す
る
。

【
右
歌
語
釈
】
○
大
井
川　

京
都
市
西
京
区
嵐
山
を
流
れ
る
川
。
平
安
時
代

以
降
、
桜
、
紅
葉
の
名
所
。「
落
ち
つ
も
る
紅
葉
を
み
れ
ば
大
井
河
井
堰
に

と
ま
る
秋
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
公
任
・
一
四
〇
）。
○
秋
深
み　
「
深
み
」
は
、

川
水
が
淀
ん
で
深
淵
を
形
成
す
る
こ
と
と
、
秋
が
深
ま
る
こ
と
と
を
表
現
す

る
。
○
紅
葉
の
淵　

直
前
の
「
深
み
」
を
受
け
、「
紅
葉
が
多
く
と
ど
ま
り
、

色
濃
い
淵
と
な
っ
た
」
と
表
現
し
た
も
の
。
○
紅
葉
と
い
ふ
と
こ
ろ
あ
る
や

う
に
あ
り　

こ
の
詠
み
ぶ
り
で
は
、
紅
葉
と
い
う
地
名
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

【
通
釈
】　

八
番　

左
持　

柳　
　

内
侍

人
が
み
な
心
引
か
れ
て
見
に
来
る
も
の
は
、
岸
に
寄
る
波
に
縒
り
あ
わ

さ
れ
た
青
柳
の
糸
で
あ
る
。

　
　
　
　

古
歌
に
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
歌
を
取
り
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　

右　

紅
葉　
　

民
部
卿

大
井
川
に
は
流
れ
の
激
し
い
瀬
も
な
く
深
淵
が
形
成
さ
れ
、
秋
が
深
ま

る
と（
散
り
積
も
っ
た
紅
葉
が
と
ど
ま
っ
て
）色
濃
い
紅
葉
の
淵
と
な
っ

た
こ
と
だ
。

　
　
　
　

紅
葉
と
い
う
地
名
が
あ
る
よ
う
な
表
現
だ
、
と
あ
る
。

【
左
歌
補
説
】

　

縁
語
を
多
用
し
て
構
成
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
非
常
に
常
套
的
な
詠
み
ぶ
り

だ
が
、
当
該
歌
の
よ
う
に
「
か
く
」「
く
る
」「
よ
る
」
を
全
て
盛
り
込
む
例

は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
工
夫
が
乏
し
い
上
に
、
詰
め
込
み
す
ぎ
た
印

象
が
あ
る
。

青
柳
の
糸
よ
り
か
く
る
春
し
も
ぞ
乱
れ
て
花
の
ほ
こ
ろ
び
に
け
る

（
古
今
・
春
上
・
二
六 

貫
之
）

鴬
の
糸
に
よ
る
て
ふ
玉
柳
ふ
き
な
乱
り
そ
春
の
山
風

（
後
撰
・
春
下
・
一
三
一 

よ
み
人
し
ら
ず
）

【
右
歌
補
説
】

　

川
の
淵
と
瀬
の
深
さ
、
浅
さ
を
、「
散
り
浮
か
ぶ
紅
葉
の
濃
淡
」
と
結
び
つ

け
て
詠
む
歌
は
、
古
今
集
時
代
以
降
多
く
見
ら
れ
る
。

水
の
面
の
深
く
浅
く
も
見
ゆ
る
か
な
紅
葉
の
色
ぞ
淵
瀬
な
り
け
る

（
躬
恒
・
一
〇
一
）

　
　
　
　

亭
子
院
の
御
屏
風
に
、
庭
の
ほ
と
り
に
紅
葉
あ
り

浮
き
沈
み
淵
瀨
流
る
る
紅
葉
ば
に
深
く
浅
く
ぞ
色
は
見
え
け
る

（
伊
勢
・
一
四
六
）
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当
該
歌
は
、
こ
う
し
た
和
歌
表
現
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

九
番

　
　
　
　

左
勝　

春
雪　
　

範
永
妻

花は
な

なゝ
ら
で
折を

ら
ま
ほ
し
き
は
難な
に
は波

江え

の
葦あ
し

の
若わ
か
ば葉

に
降ふ

れ
る
白し
ら
ゆ
き雪

　
　
　
　

右　

菊　
　
　
　

民
部
卿

紫む
ら
さ
きの

深ふ
か

かゝ
ら
ざ
り
し
秋
だ
に
も
菊
は
心こ
ゝ
ろに

し
め
て
し
も
の
を

　
　
　
　

初は
つ
あ
き秋

に
う
つ
ろ
ふ
や
と
あ
り
、
紅
葉
梯
に
と
言
は
ま
ほ
し

【
左
歌
他
出
】
後
拾
遺
・
春
上
・
四
九
、
範
永
・
一
七
、
古
来
風
・
四
〇
四
、

栄
花
・
五
五
〇
、
題
林
愚
・
四
二
六
、五
代
歌
枕
・
九
六
五
、
歌
枕
名
寄
・

三
五
五
三

【
右
歌
他
出
】
経
信
・
一
三
四

【
左
歌
語
釈
】
○
範
永
妻　

底
本
に
は
作
者
名
の
下
に
「
範
永
哥
か
」
と
注

記
が
あ
る
。
○
難
波
江　

大
阪
市
の
上
町
台
地
の
西
側
ま
で
来
て
い
た
海
域

の
古
称
。
難
波
潟
。
葦
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
と
し
て
、『
万
葉
集
』
以
降
、

さ
か
ん
に
和
歌
に
詠
ま
れ
た
。「
津
の
国
の
難
波
の
葦
の
目
も
は
る
に
し
げ

き
我
が
恋
人
知
る
ら
め
や
」（
古
今
・
恋
二
・
六
〇
四 

貫
之
）。
○
白
雪　

底

本
で
は
「
し
ら
」
の
右
に
「
ア
ハ
」
の
傍
記
が
あ
る
。
し
か
し
、「
淡
雪
」
よ

り
も
「
白
雪
」
の
方
が
花
の
見
立
て
と
し
て
穏
当
と
判
断
し
た
。

【
右
歌
語
釈
】○
紫
の　

菊
が
移
ろ
い
、紫
色
に
変
色
す
る
こ
と
を
指
す
。「
紫

の
千
種
の
色
し
深
け
れ
ば
行
く
末
遠
く
見
ゆ
る
白
菊
」（
元
輔
・
一
五
七
）。

○
深
か
ら
ざ
り
し
秋
だ
に
も　
「
色
が
浅
い
時
期
で
も
心
惹
か
れ
る
の
だ
か

ら
、色
が
深
ま
っ
た
折
は
尚
更
だ
ろ
う
」
の
意
。「
深
か
ら
ざ
り
し
」
は
、「
紫
」

と
「
秋
」
に
か
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
紫
色
が
深
く
な
い
」「
秋
が
深
ま
っ
て

い
な
い
」
の
意
と
な
る
。
○
心
に
し
め
て
し
も
の
を　

上
句
の
「
紫
」
を
受

け
、染
色
に
準
え
て
、「
菊
の
美
し
さ
が
心
に
染
み
る
」
と
詠
っ
た
も
の
。「
唐

人
の
衣
染
む
て
ふ
紫
の
心
に
し
み
て
思
ほ
ゆ
る
か
も
」（
古
今
六
帖
・

三
五
〇
三
・「
紫
」）。
○
初
秋
に
う
つ
ろ
ふ
や　
「
初
秋
（
深
か
ら
ざ
り
し
秋
）

に
菊
は
変
色
し
な
い
」
の
意
。
○
紅
葉
梯
に　

底
本
に
「
も
み
ぢ
は
し
に
」

と
あ
る
が
、
解
し
難
い
。
補
説
に
詳
述
す
る
。

【
通
釈
】　
左
勝　

春
雪　
　

範
永
妻

花
で
は
な
い
の
に
手
折
り
た
い
と
思
う
も
の
は
、
難
波
江
の
葦
の
若
葉

に
降
っ
た
白
雪
で
あ
る
。

　
　

右　

菊　
　
　
　

民
部
卿

ま
だ
紫
色
が
深
ま
っ
て
い
な
い
秋
で
さ
え
、
菊
は
心
に
し
み
じ
み
と
美

し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
（
色
濃
く
な
っ
た
頃
は
な
お
さ
ら
美
し
い
だ

ろ
う
）。

「
初
秋
に
菊
が
変
色
し
よ
う
か
」と
あ
る
。「
紅
葉
が
階
梯
に
あ
る
」

と
言
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

【
左
歌
補
説
】

　

底
本
は
、
作
者
を
範
永
妻
と
記
し
て
い
る
が
、『
栄
花
物
語
』
は
但
馬
、『
後

拾
遺
集
』
は
範
永
と
し
て
い
る
。『
範
永
集
新
注
』
は
、
当
該
歌
は
範
永
の

代
作
で
寛
子
女
房
・
但
馬
は
範
永
妻
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

葦
に
積
も
っ
た
雪
を
、
花
に
見
立
て
て
「
手
折
り
た
い
」
と
詠
う
。
雪
を

花
に
見
立
て
る
の
は
、
平
安
前
期
以
降
の
常
套
だ
が
、
葦
に
積
も
る
雪
を
花

に
見
立
て
て
詠
む
歌
は
先
行
歌
に
は
見
出
し
が
た
い
。

　

当
該
歌
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
詠
ま
れ
た
次
の
歌
は
、「
葦
」「
若
葉
」「
雪
」
を

詠
み
合
わ
せ
る
点
か
ら
、
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　

三
島
江

う
ら
な
る
る
葦
の
若
葉
に
と
ひ
見
ば
や
か
か
る
御
雪
は
い
つ
か
み
し
ま
え
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（
伊
勢
大
輔
・
七
九
）

　

当
該
歌
以
降
は
、
難
波
江
の
雪
を
詠
む
歌
、
さ
ら
に
葦
に
降
り
積
も
っ
た

雪
を
花
に
見
立
て
る
歌
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

心
あ
て
に
眺
め
行
く
か
な
難
波
潟
雪
の
花
咲
く
葦
の
枯
れ
葉
を

（
拾
玉
・
七
六
二
）

【
右
歌
補
説
】

　
「
紫
」「
心
に
染
む
」
と
い
う
表
現
の
早
い
例
と
し
て
、以
下
の
『
万
葉
集
』

の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

か
ら
ひ
と
の　

衣
染
む
と
い
ふ　

紫
の　

心
に
し
み
て　

思
ほ
ゆ
る
か
も

（
万
葉
・
巻
第
四
・
五
七
二 

大
典
麻
田
連
陽
春
）

　

ま
た
、
菊
が
紫
色
に
変
色
す
る
こ
と
を
賛
美
す
る
歌
は
、
平
安
前
期
以
降

多
く
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　

寛
平
御
時
后
宮
の
歌
合
の
歌　
　

大
江
千
里

植
ゑ
し
時
花
ま
ち
ど
ほ
に
あ
り
し
菊
う
つ
ろ
ふ
秋
に
あ
は
む
と
や
見
し

（
古
今
・
秋
下
・
二
七
一
）

　

し
か
し
、
判
詞
は
「
初
秋
に
菊
は
紫
色
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、

「
も
み
ぢ
は
し
に
と
い
は
ま
ほ
し
（
底
本
マ
マ
）」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
、
初

句
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
代
案
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
変
更
を
促
し
た
も
の
か
、解
し
難
い
。
ひ
と
ま
ず
、「
紅
葉
梯
に
」

と
し
て
試
訳
し
た
が
、
何
ら
か
の
誤
脱
が
あ
ろ
う
か
。

十
番

　
　
　
　

左
勝　

祝　
　

御
製

長な
が
は
ま浜

の
真ま
さ
ご砂

の
数か
ず

も
何な
に

な
ら
ず
つ
き
せ
ず
見
ゆ
る
君
が
御み

よ代
か
な

右
の
祝
い
は
い

詠よ

み
だ
に
い
だ
さ
せ
で
、
左ひ
だ
りの
人
々
勝か

ち
ぬ
と
て
立た

ち
ぬ

る
に
、
内う
ち

の
大
殿い
ど
の

祝い
は
ひの

数か
ず

は
い
□欠
損

ま
さ
れ
る
と
の
た
ま
へ
る
に

右　

同　
　

大
輔

住
の
江
に
生
ひ
そ
ふ
松
の
枝
ご
と
に
君
が
千
歳
の
数
ぞ
こ
も
れ
る

と
あ
る
に
、
千
歳
は
と
あ
る
数
知
ら
ぬ
か
た
な
し
、
便
な
く
と
の

給
ふ

【
左
歌
他
出
】
金
葉
初
・
賀
・
四
六
九
、
金
葉
二
・
賀
・
三
三
一
、
金
葉
三
・

賀
・
三
三
五
、
詞
花
・
雑
下
・
四
一
七
、
栄
花
・
五
五
二
、
歌
枕
名
・

四
八
四
二

【
右
歌
他
出
】
新
古
今
・
賀
・
七
二
五
、
伊
勢
大
輔
（
彰
考
館
本
）・
七
五
、

栄
花
・
五
五
三
、
歌
枕
名
・
三
八
八
〇

【
左
歌
語
釈
】
〇
長
浜　

歌
枕
。
所
在
は
不
明
。「
長
浜
に
ゐ
て
し
ほ
た
る
る

ほ
と
と
ぎ
す
五
月
ば
か
り
は
あ
ま
に
ざ
り
け
る
」（
躬
恒
・
一
六
六
）。
○
何

な
ら
ず　
「
と
る
に
足
ら
な
い
。
問
題
で
は
な
い
」
の
意
。

【
右
歌
語
釈
】○
生
ひ
そ
ふ　
「
ま
す
ま
す
生
い
茂
る
」の
意
。
竹
や
松
が
高
々

と
成
長
す
る
様
子
を
詠
む
場
合
が
多
い
。「
年
ご
と
に
生
ひ
そ
ふ
竹
の
よ
よ

を
へ
て
た
え
せ
ぬ
色
を
誰
と
か
は
み
ん
」（
貫
之
・
一
九
八
）。
○
千
歳
の
数

ぞ
こ
も
れ
る　
「
常
緑
の
松
の
一
枝
一
枝
に
、
千
年
も
続
く
御
代
が
こ
も
っ

て
い
る
」
と
寿
ぐ
。「
ひ
き
て
見
る
子
の
日
の
松
は
ほ
ど
な
き
を
い
か
で
こ

も
れ
る
千
代
に
か
あ
る
ら
ん
（
拾
遺
・
雑
春
・
一
〇
二
三 

恵
慶
）。
○
千
歳

は
と
あ
る
数
し
ら
ぬ
か
た
な
し　

左
歌
が
「
つ
き
せ
ず
（
数
限
り
な
い
）」

と
詠
む
の
に
対
し
、「
千
歳
」は
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、左
の
祝
意
が
ま
さ
っ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。

【
通
釈
】　

左
勝　

祝　
　

御
製

長
浜
の
真
砂
の
数
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と
見
え

る
君
の
御
代
で
あ
る
よ
。
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右
歌
を
披
講
さ
え
さ
せ
ず
、
左
の
人
々
が
「
勝
っ
た
」
と
い
っ
て

立
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、内
大
臣
が「
祝
の
数
は
ど
ち
ら
が
ま
さ
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
仰
る
の
で
、

　
　
　
　

右　

同　
　

伊
勢
大
輔

住
の
江
に
高
く
生
い
茂
る
松
の
一
枝
ご
と
に
、
あ
な
た
様
の
千
年
も
続

く
御
代
の
数
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

と
あ
る
の
を
、「「
千
歳
は
」
と
あ
る
数
を
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
。

こ
れ
で
は
具
合
が
悪
い
」
と
仰
る
。

【
左
歌
補
説
】

　

浜
の
砂
の
数
に
、
永
久
に
続
く
御
代
を
託
し
て
詠
む
歌
と
し
て
は
次
の
一

首
が
著
名
で
あ
り
、
当
該
歌
は
こ
う
し
た
例
を
踏
ま
え
、「
真
砂
の
数
す
ら
何

程
で
も
な
い
」
と
詠
ん
だ
。

わ
た
つ
海
の
浜
の
ま
さ
ご
を
数
へ
つ
つ
君
が
千
歳
の
あ
り
か
ず
に
せ
む

（
古
今
・
賀
・
三
四
四 

よ
み
人
し
ら
ず
）

【
右
歌
補
説
】

　

松
に
事
寄
せ
て
長
久
を
詠
む
歌
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、「
松
の
一
枝

ご
と
に
千
歳
が
こ
も
る
」
と
表
現
し
た
点
は
当
該
歌
の
工
夫
と
言
え
る
。
後

代
に
類
似
す
る
表
現
は
、
数
は
多
く
な
い
が
確
認
で
き
る
。

枝
ご
と
に
幾
そ
の
千
代
を
契
る
ら
ん
そ
の
神
世
よ
り
い
き
の
松
原

（
永
久
百
・
五
三
二　

常
陸
）

［
付
記
］

　

本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
二
〇
一
八
年
一
二
月
例
会
（
於 

立
教
大
学
）
で

の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
当
日
席
上
で
ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
。

［
注
］

*1　

道
長
執
政
期
か
ら
頼
通
執
政
期
に
向
け
、
歌
合
が
再
興
し
て
い
く
様
相
や
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
は
、
三
原
ま
き
は
氏
「「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
の
性
格
」（
久
下
裕
利

編
『
狭
衣
物
語
の
新
研
究
』
所
収
、
新
典
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
和
田
律
子
氏
「
藤
原

頼
通
の
文
化
世
界
領
導
認
識
―
「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
か
ら
「
上
東
門
院
彰
子
菊
合
」

へ
―
」（
桜
井
宏
徳
・
中
西
智
子
・
福
家
俊
幸
編
『
藤
原
彰
子
の
文
化
圏
と
文
学
世
界
』

所
収
、武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
八
年
）、加
藤
静
子
氏
「
女
院
藤
原
彰
子
の
信
仰
と
『
栄

花
物
語
』」（『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
六
号
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
な
ど
に

詳
し
い
。

*2　

萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成 

増
補
新
訂
版
』（
同
朋
社
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

*3　

本
歌
合
に
お
け
る
装
束
の
新
奇
さ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
栄
花
物
語
』
の
「
皇
后

宮
春
秋
歌
合
」
―
特
に
女
房
装
束
の
描
写
に
注
目
し
て
―
」（『
日
本
女
子
大
学
文
学

研
究
科
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
論
じ
た
。

*4　

注
②
に
同
じ
。

*5　
『
四
条
宮
下
野
集
』
七
八
番
歌
詞
書
に
、「
宮
の
亮
師
基
「
御
歌
三
つ
入
り
ぬ
」
と

告
げ
こ
せ
給
へ
り
し
ほ
ど
に
、「
女
院
よ
り
『
こ
れ
を
』
と
仰
せ
ら
る
と
て
、
伊
勢
大

輔
が
に
二
つ
は
替
へ
ら
れ
ぬ
」
と
、
口
惜
し
が
り
給
ひ
し
こ
そ
、
そ
の
折
は
憂
れ
は

し
か
り
し
か
。」
と
あ
る
。
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